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Ⅰ．調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 
 

１ 調査の目的 

大和郡山市では、平成 26 年度に策定した「大和郡山市子ども・子育て支援事業計画」の次期計画

である「大和郡山市子ども・子育て支援事業計画（第二期）」の策定を進めています。 

本調査は、この計画で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を市が算出するた

め、市民の皆様の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握

するために実施しました。 

 

２ 調査概要 

●調 査 地 域：大和郡山市全域 

●調査対象者：大和郡山市内在住の「就学前児童」をお持ちの世帯・保護者（就学前児童調査） 

大和郡山市内在住の「小学生」をお持ちの世帯・保護者（小学生児童調査） 

●抽 出 方 法：住民基本台帳より、就学前児童 1,500 人、小学生 1,500 人の合計 3,000 人を無作為抽出 

●調 査 期 間：令和元年７月 13日（土）～令和元年７月 26日（金） 

●調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
回収数 回収率 

就 学 前 児 童 1,500 920 61.3％ 

小 学 生 児 童 1,500 883 58.9％ 

合  計 3,000 1,803 60.1％ 

 

３ 報告書の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても同様です。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があ

ります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該

当する人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

●本文中の「前回調査」とは、平成 25 年度に実施した「大和郡山市子ども・子育て支援事業に関す

るニーズ調査」をさします。 
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Ⅱ．調査結果 

（就学前児童調査・小学生児童調査） 
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１ お住まいの地域・ご家族の状況等について 

（１）小学校区〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問１〕 

小学校区についてみると、就学前児童では「郡山南小学校」が就学前児童で 15.4％、小学生児童で

16.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.4 

14.3 

12.3 

5.1 

8.9 

6.2 

1.1 

9.3 

8.9 

8.3 

5.5 

2.1 

2.5 

16.8 

14.4 

12.2 

4.2 

8.0 

6.8 

1.9 

8.9 

9.1 

9.3 

5.7 

0.0 

2.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

郡山南小学校

郡山北小学校

郡山西小学校

矢田小学校

筒井小学校

平和小学校

治道小学校

昭和小学校

片桐小学校

片桐西小学校

矢田南小学校

わからない

不明・無回答

就学前児童（N=920） 小学生児童（N=883）

（％）
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（２）対象の子どもの生年月〈数量回答〉（平成 30 年度末時点） 

〔就学前児童調査・小学生児童調査…問２〕 

就学前児童の年齢についてみると、２歳児が 17.6％、４歳児（年中）、５歳児（年長）がともに 17.5％

となっています。 

小学生児童の学年についてみると、５年生が 17.7％、４年生が 16.8％、２年生が 16.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15.3 

16.6 

16.2 

16.8 

17.7 

14.9 

2.5 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

小学生児童（N=883）
（％）

16.5 

12.7 

17.6 

16.0 

17.5 

17.5 

2.2 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

0歳児

1歳児

2歳児

3歳児(年少）

4歳児(年中）

5歳児（年長）

不明・無回答

就学前児童（N=920）
（％）
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（３）子どもの人数〈数量回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問３〕 

子どもの人数についてみると、「２人」が就学前児童で 47.5％、小学生児童で 52.4％と最も高くな

っています。次いで、就学前児童で「１人」が 30.4％、小学生児童で「３人」が 22.9％となってい

ます。 

子どもが２人以上いる場合の末子の年齢についてみると、就学前児童で「０歳」が２割以上、「１

歳」から「６歳」までが１割以上となっており、小学生児童で「６歳」から「８歳」が１割以上とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎子どもが２人以上いる 

場合の末子の年齢〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.4 

47.5 

16.6 

3.3 

2.2 

15.4 

52.4 

22.9 

7.2 

2.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

1人

2人

3人

4人以上

不明・無回答

就学前児童（N=920） 小学生児童（N=883）

（％）

26.0 

15.6 

16.9 

14.4 

11.3 

10.2 

5.6 

2.7 

4.8 

4.0 

7.4 

8.6 

8.4 

11.9 

11.5 

10.0 

8.8 

7.7 

6.3 

7.8 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳※

7歳※

8歳※

9歳※

10歳※

11歳※

不明・無回答

就学前児童（N=620） 小学生児童（N=729）

（％）
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（４）調査票の回答者〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問４〕 

回答者についてみると、「母親」が就学前児童で 90.2％、小学生児童で 90.0％と最も高く、大部分

を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）調査票の回答者の配偶関係の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査・小学生児童調査…問５〕 

回答者の配偶関係の有無についてみると、「配偶者がいる」が就学前児童で 93.7％、小学生児童で

86.7％となっています。 

前回調査と比較すると、就学前児童、小学生児童ともに、ほぼ同様の結果となっていますが、「配

偶者がいる」が小学生児童でわずかに減少しています。 

 

【就学前児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生児童】 

 

 

 

 

 

 

  

90.2 

90.0 

7.7 

7.8 

0.0 

0.1 

2.1 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

母親 父親 その他 不明・無回答

93.7 

93.6 

4.0 

5.1 

2.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=920）

前回調査

（N=702）

配偶者がいる 配偶者はいない 不明・無回答

86.7 

90.5 

10.9 

6.8 

2.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=883）

前回調査

（N=740）

配偶者がいる 配偶者はいない 不明・無回答
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（６）子育て（教育を含む）を主に行っている方〈単数回答〉 

〔就学前児童調査・小学生児童調査…問６〕 

子育てを主に行っている方についてみると、「父母ともに」が就学前児童で 53.8％、小学生児童で

52.0％と最も高く、次いで「主に母親」が就学前児童で 42.3％、小学生児童で 43.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.8 

52.0 

42.3 

43.5 

0.2 

0.7 

0.4 

0.9 

1.3 

0.8 

2.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母

その他 不明・無回答
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２ 子どもの育ちをめぐる環境について 

（１）日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問７〕 

日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無についてみると、「緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる」が 65.9％と最も高く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえ

る」が 34.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.0 

65.9 

4.0 

15.1 

7.7 

2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・

知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

就学前児童（N=920） （％）
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（２）子育てをする上での相談できる人や場所の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問８・小学生児童調査…問７〕 

子育てをする上での相談できる人や場所の有無についてみると、「ある」が就学前児童で 94.3％、

小学生児童で 93.4％となっています。 

前回調査と比較すると、就学前児童、小学生児童ともに、ほぼ同様の結果となっていますが、「あ

る」がわずかに増加しています。 

 

【就学前児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生児童】 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.3 

91.0 

3.7 

3.7 

2.0 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=920）

前回調査

（N=702）

ある ない 不明・無回答

93.4 

91.5 

4.5 

6.8 

2.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=883）

前回調査

（N=740）

ある ない 不明・無回答
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（２）で「ある」を選んだ方 

（２）－１ 気軽に相談できる先〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問８-１・小学生児童調査…問７-１〕 

気軽に相談できる先についてみると、就学前児童で「配偶者・パートナー」が 87.7％と最も高く、

次いで「その他の親類（親、きょうだいなど）」が 77.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「保育所や幼稚園、認定こども園、学校の保護者仲間」が 15.3ポイント減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 前回調査は「保育所・幼稚園、 

学校の保護者仲間」 

※２ 前回調査は「保育士」（17.4％） 

と「幼稚園の先生」（26.0％） 

の合計 

  

87.7 

77.6 

51.0 

25.0 

40.9 

4.3 

39.1 

3.9 

12.1 

0.0 

8.8 

0.3 

1.5 

1.2 

0.1 

0.2 

0.2 

0.1 

0.9 

4.4 

9.7 

2.3 

0.0 

86.2 

74.6 

58.1 

18.6 

56.2 

3.0 

43.4 

2.2 

14.2 

0.2 

6.6 

1.1 

1.7 

0.9 

0.0 

0.2 

0.0 

0.6 

0.6 

6.3 

9.7 

2.3 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナー

その他の親類（親、きょうだい等）

隣近所の人、地域の知人、友人

職場の人

保育所や幼稚園、認定こども園、学校の保護者

仲間※１

子育て支援センター等の仲間

保育所や幼稚園、認定こども園の先生※２

学校の先生

かかりつけの医師

ベビーシッター

保健センター（さんて郡山）の保健師や栄養士

専門カウンセリング（臨床心理士等）

親子たんとん広場の家庭教育アドバイザーや

サポーター

子育て支援センターの保育士

母子自立支援員

子ども家庭相談センター

民生委員・児童委員・主任児童委員

保健所

電話相談

育児書・育児雑誌

インターネット

その他

不明・無回答

【就学前児童】

今回調査（N=868） 前回調査（N=639）

（％）
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気軽に相談できる先についてみると、小学生児童で「配偶者・パートナー」が 81.2％と最も高く、

次いで「その他の親類（親、きょうだいなど）」が 72.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「保育所や幼稚園等の先生、学校の先生」が 6.5 ポイント増加している一

方で、「隣近所の人、地域の友人、知人」が 8.5ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.2 

72.5 

58.1 

29.8 

45.0 

0.5 

36.8 

8.0 

0.0 

1.5 

1.9 

0.1 

0.1 

0.0 

0.4 

0.1 

0.1 

0.4 

2.5 

5.0 

2.7 

0.5 

83.5 

68.5 

66.6 

27.6 

42.5 

0.4 

30.3 

9.7 

0.0 

1.6 

1.5 

0.0 

0.1 

0.1 

0.1 

0.0 

0.1 

0.0 

2.5 

4.6 

2.5 

0.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナー

その他の親類（親、きょうだい等）

隣近所の人、地域の知人、友人

職場の人

保育所、幼稚園、学校等の保護者仲間

子育て支援センター等の仲間

保育士、幼稚園等の先生、学校の先生

かかりつけの医師

ベビーシッター

保健センター（さんて郡山）の保健師や栄養士

専門カウンセリング（臨床心理士等）

親子たんとん広場の家庭教育アドバイザーや

サポーター

子育て支援センターの保育士

母子自立支援員

子ども家庭相談センター

民生委員・児童委員・主任児童委員

保健所

電話相談

育児書・育児雑誌

インターネット

その他

不明・無回答

【小学生児童】

今回調査（N=825） 前回調査（N=677）

（％）
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（２）で「ない」を選んだ方 

（２）－２ 子育てに対する負担感や不安感〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問８-２・小学生児童調査…問７-２〕 

子育てに対する負担感や不安感についてみると、就学前児童で『負担を感じる』（「非常に不安や負

担を感じる」と「なんとなく不安や負担を感じる」の合計）が 70.6％、『負担を感じない』（「あまり

不安や負担などは感じない」と「全く感じない」の合計）が 20.5％となっています。小学生児童で『負

担を感じる』（「非常に不安や負担を感じる」と「なんとなく不安や負担を感じる」の合計）が 80.0％、

『負担を感じない』（「あまり不安や負担などは感じない」と「全く感じない」の合計）が 7.5％とな

っています。 

前回調査と比較すると、就学前児童で『負担を感じない』が 12.9 ポイント増加している一方、小

学生児童で『負担を感じる』が 16.0ポイント増加しています。 

 

【就学前児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生児童】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.3 

30.8 

35.3 

42.3 

17.6 

3.8 

2.9 

3.8 

8.8 

15.4 

0.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=34）

前回調査

（N=26）

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担等は感じない 全く感じない

なんともいえない 不明・無回答

37.5 

22.0 

42.5 

42.0 

5.0 

22.0 

2.5 

2.0 

12.5 

12.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=40）

前回調査

（N=50）

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる

あまり不安や負担等は感じない 全く感じない

なんともいえない 不明・無回答
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（３）子育てが、地域の人や社会に支えられていると感じるか。〈単数回答〉 

また、感じる場合は、特に誰に支えられていると感じるか。感じない場合は、特

に誰から支えてほしいと感じるか。〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問９・小学生児童調査…問８〕 

子育てが、地域の人や社会に支えられていると感じるかについては、「感じる」が就学前児童で

52.8％、小学生児童で 68.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.8 

68.6 

42.5 

27.3 

4.7 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

感じる 感じない 不明・無回答
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特に誰に支えられていると感じるかについては、「近所の人」が就学前児童で 66.9％、小学生児童

で 71.8％と最も高くなっています。 

特に誰から支えてほしいと感じるかについては、「市役所の職員」が就学前児童で 26.6％、小学生

児童で 27.8％と最も高くなっています。 

（５）で「感じる」を選んだ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）で「感じない」を選んだ方 

 

 

 

 

  

22.0 

24.6 

12.3 

26.6 

16.6 

24.6 

14.5 

24.5 

11.6 

27.8 

24.1 

22.0 

0.0 10.0 20.0 30.0

近所の人

民生委員・児童委員や自治会等の地域団体の人

地域活動を行っているＮＰＯ等の人

市役所の職員

その他

不明・無回答

就学前児童（N=391） 小学生児童（N=241）

（％）

66.9 

11.1 

5.1 

5.3 

25.3 

0.8 

71.8 

18.2 

6.8 

4.1 

18.8 

1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

近所の人

民生委員・児童委員や自治会等の地域団体の人

地域活動を行っているＮＰＯ等の人

市役所の職員

その他

不明・無回答

就学前児童（N=486） 小学生児童（N=606）

（％）
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（４）地域の子どもの遊び場について、日頃特に不満に感じていること〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 10・小学生児童調査…問９〕 

地域の子どもの遊び場について、日頃特に不満に感じていることについてみると、「雨の日に遊べ

る場所がない」が就学前児童で 59.9％、小学生児童で 53.8％と最も高く、次いで就学前児童で「近

くに遊び場がない」が 36.3％、小学生児童で「思い切り遊ぶために十分な広さがない」が 36.6％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.3 

59.9 

21.5 

33.5 

10.2 

11.4 

11.0 

18.0 

6.4 

28.8 

17.6 

9.8 

8.4 

5.4 

0.8 

35.0 

53.8 

36.6 

27.4 

5.7 

9.1 

8.9 

16.8 

6.7 

10.6 

24.0 

7.1 

10.2 

5.8 

3.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具等の種類が充実していない

不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具等、設備が古くて危険である

緑や水辺等、子どもが自然にふれあう場が

少ない

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して

遊べない

公園等、遊び場のトイレがオムツ替えや

親子での利用に配慮されていない

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの

遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

不明・無回答

就学前児童（N=920） 小学生児童（N=883）

（％）
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（５）地域子育て支援センターや親子たんとん広場に対して、必要だと思う事業 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 11〕 

地域子育て支援センターや親子たんとん広場に対して、必要だと思う事業については、「施設の開

放や親子教室等、保護者と子どもがともに遊べる場があること」が 24.3％と最も高く、次いで「子育

てに関する総合的な相談ができること」が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.5 

9.8 

2.5 

24.3 

8.2 

4.2 

0.4 

4.8 

19.9 

2.4 

0.0 10.0 20.0 30.0

子育てに関する総合的な相談ができること

子育ての情報を収集・発信すること

子育てサークル等の紹介やサークルを

育成すること

施設の開放や親子教室等、保護者と

子どもがともに遊べる場があること

子育てしている親子相互が交流できる

機会や場があること

子育てに関する講演会やイベント等を開催

すること

子育てに関する講習会等を開催すること

その他

特に望まない

不明・無回答

就学前児童（N=920） （％）
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３ 保護者の就労状況について 

（１）保護者の就労状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 12・小学生児童調査…問 10〕 

現在の就労状況についてみると、母親では就学前児童で「就労していない」が 41.6％、小学生児童

で「パートタイム」が 41.9％と最も高くなっています。 

父親では「フルタイム」が就学前児童で 93.7％、小学生児童で 87.3％と大部分を占めています。 

①現在の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.9 

26.7 

23.3 

41.9 

41.6 

28.2 

1.2 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

【母 親】

フルタイム パートタイム 就労していない 不明・無回答

93.7 

87.3 

0.7 

0.9 

0.7 

0.8 

5.0 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

【父 親】

フルタイム パートタイム 就労していない 不明・無回答
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希望の就労状況についてみると、母親では就学前児童で「フルタイム」が 35.7％、小学生児童で「パ

ートタイム」が 46.5％と最も高くなっています。 

父親では「フルタイム」が就学前児童で 88.6％、小学生児童で 80.2％と大部分を占めています。 

②希望の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.7 

27.3 

32.4 

46.5 

25.9 

17.0 

6.1 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

【母 親】

フルタイム パートタイム 就労していない 不明・無回答

88.6 

80.2 

0.3 

0.7 

0.2 

0.7 

10.9 

18.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

【父 親】

フルタイム パートタイム 就労していない 不明・無回答
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①②のどちらかまたは両方で「パートタイム」を選んだ方 

（１）－１ パートタイムの方の勤務状況 

〔就学前児童調査…問 12-１・小学生児童調査…問 10-１〕 

現在の勤務状況についてみると、母親では就学前児童、小学生児童ともに１日の平均勤務時間は「５

時間」、週平均勤務日数は「５日」がそれぞれ最も高くなっています。 

①現在の勤務状況 

◎１日平均勤務時間〈数量回答〉  ◎週平均勤務日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5 

1.9 

7.5 

19.2 

23.8 

19.6 

10.3 

10.7 

6.5 

0.8 

1.1 

6.2 

21.1 

30.3 

23.2 

7.8 

6.8 

2.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=214）

小学生児童（N=370）

（％）

件数 ％ 件数 ％

1時間 0        0.0 0        0.0

2時間 0        0.0 0        0.0

3時間 0        0.0 1        12.5

4時間 1        16.7 0        0.0

5時間 0        0.0 0        0.0

6時間 0        0.0 1        12.5

7時間 2        33.3 1        12.5

8時間以上 1        16.7 1        12.5

不明・無回答 2        33.3 4        50.0

就学前児童
（N=6）

【父 親】

現在の
勤務時間

小学生児童
（N=8）

1.4 

9.3 

14.5 

23.8 

35.0 

2.3 

0.9 

12.6 

0.5 

6.5 

20.3 

31.6 

35.1 

3.0 

0.0 

3.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=214）

小学生児童（N=370）

（％）

件数 ％ 件数 ％

1日 0        0.0 0        0.0

2日 0        0.0 0        0.0

3日 1        16.7 1        12.5

4日 0        0.0 0        0.0

5日 2        33.3 3        37.5

6日 0        0.0 0        0.0

7日 0        0.0 0        0.0

不明・無回答 3        50.0 4        50.0

【父 親】
現在の

勤務日数

就学前児童

（N=6）

小学生児童

（N=8）
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希望の勤務状況についていると、母親では就学前児童、小学生児童ともに１日の平均勤務時間は「５

時間」が最も高くなっています。週平均勤務日数は就学前児童で「５日」、小学生児童で「４日」が

それぞれ最も高くなっています。 

②希望の勤務状況 

◎１日平均勤務時間〈数量回答〉  ◎週平均勤務日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.3 

0.3 

4.4 

18.1 

24.2 

16.1 

7.4 

5.7 

23.5 

0.2 

0.7 

4.6 

17.0 

28.5 

21.2 

5.1 

6.1 

16.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=298）

小学生児童（N=411）

（％）

件数 ％ 件数 ％

1時間 0        0.0 0        0.0

2時間 0        0.0 0        0.0

3時間 0        0.0 1        16.7

4時間 0        0.0 0        0.0

5時間 0        0.0 0        0.0

6時間 0        0.0 1        16.7

7時間 0        0.0 0        0.0

8時間以上 2        66.7 1        16.7

不明・無回答 1        33.3 3        50.0

【父 親】

希望の
勤務時間

就学前児童
（N=3）

小学生児童
（N=6）

0.7 

4.4 

21.8 

22.8 

23.5 

0.3 

0.3 

26.2 

0.2 

1.7 

21.4 

31.4 

27.0 

1.5 

0.0 

16.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=298）

小学生児童（N=411）

（％）

件数 ％ 件数 ％

1日 0        0.0 0        0.0

2日 0        0.0 0        0.0

3日 0        0.0 1        16.7

4日 0        0.0 0        0.0

5日 1        33.3 2        33.3

6日 0        0.0 0        0.0

7日 0        0.0 0        0.0

不明・無回答 2        66.7 3        50.0

【父 親】
希望の

勤務日数

就学前児童

（N=3）

小学生児童

（N=6）



22 

（１）-②で「就労していない」を選んだ方 

（１）－２ １年よりも先、将来的な就労希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 12-２・小学生児童調査…問 10-２〕 

１年よりも先、将来的な就労希望についてみると、「１年より先、一番下の子どもが（ ）歳にな

った頃に就労したい」が就学前児童で 73.5％、小学生児童で 54.0％となっています。 

また、一番下の子どもが何歳になれば就労したいかでは、就学前児童で「５～６歳」、小学生児童

で「７～８歳」の割合が高くなっています。 

 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※父親の該当者はいませんでした。 

 

 

「１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい」を選んだ方 

◎一番下の子どもが何歳になれば就労したいか〈数量回答〉 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.1 

38.0 

73.5 

54.0 

3.4 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=238）

小学生児童

（N=150）

子育てや家事等に専念したい（就労希望なし）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になった頃に就労したい

不明・無回答

件数 ％ 件数 ％

1～2歳 11       6.3 3        3.7

3～4歳 32       18.3 3        3.7

5～6歳 64       36.6 17       21.0

7～8歳 36       20.6 23       28.4

9～10歳 8        4.6 11       13.6

11～12歳 3        1.7 13       16.0

13歳以上 1        0.6 9        11.1

不明・無回答 20       11.4 2        2.5

就学前児童

（N=175）

小学生児童

（N=81）
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４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について（就学前児童） 

（１）現在の「定期的な教育・保育の事業」の利用の有無〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 13〕 

現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無についてみると、「利用している」が 72.7％となって

います。 

前回調査と比較すると、「利用していない」が 8.8ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.7 

80.6 

27.0 

18.2 

0.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=920）

前回調査

（N=702）

利用している 利用していない 不明・無回答
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（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－１ 平日に利用している教育・保育の事業〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 13－１〕 

平日に利用している教育・保育の事業についてみると、「認可保育所」が 40.7％、「幼稚園」が 32.9％、

「認定こども園」が 19.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「認定こども園」が 16.2 ポイント増加している一方で、「幼稚園」が 19.8

ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.9 

6.3 

40.7 

19.9 

0.3 

0.1 

2.1 

0.4 

1.5 

0.0 

0.7 

2.8 

0.7 

52.7 

5.3 

40.1 

3.7 

0.5 

0.0 

0.7 

0.4 

1.1 

0.0 

0.4 

1.8 

0.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育室

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

こどもサポートセンター

その他

不明・無回答

今回調査（N=669） 前回調査（N=566）

（％）
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（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－２ 平日に利用している教育・保育の事業の現在の状況と、今後の利用希望 

〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 13－２〕 

平日に利用している教育・保育の事業の現在の状況についてみると、１週当たりの利用日数は「５

日」、１日当たりの利用時間は「６時間」「10時間以上」が最も高くなっています。 

また、利用開始時間は「８時」、利用終了時間は「14時」が最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、１週当たりの利用日数、利用開始時間ではほぼ同様の結果となっています。

１日当たりの利用時間で「５時間」が 15.5 ポイント減少しています。また、１日当たりの利用終了

時間で「14時」が 17.3ポイント減少しています。 

①現在 

◎１週当たりの利用日数〈数量回答〉 ◎１日当たりの利用時間〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3 

11.5 

19.1 

6.1 

16.9 

15.2 

19.1 

8.7 

2.1 

27.0 

20.5 

11.1 

10.6 

9.9 

15.9 

2.8 

0.0 10.0 20.0 30.0

5時間未満

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間以上

不明・無回答

【現 在】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）

1.2 

1.2 

1.0 

1.8 

83.1 

6.0 

0.0 

5.7 

0.7 

0.9 

0.9 

0.9 

87.3 

7.6 

0.2 

1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

【現 在】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）
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◎利用開始時間〈数量回答〉   ◎利用終了時間〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.1 

9.1 

52.6 

33.5 

4.6 

6.9 

52.7 

38.5 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

7時以前

7時

8時

9時以降

不明・無回答

【現 在】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）

3.1 

28.3 

3.7 

13.0 

21.4 

21.8 

2.4 

6.3 

1.4 

45.6 

6.4 

12.9 

13.4 

15.7 

2.7 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

14時以前

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

不明・無回答

【現 在】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）
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平日に利用している教育・保育の事業の希望についてみると、１週当たりの利用日数は「５日」、

１日当たりの利用時間は「８時間」が最も高くなっています。 

また、利用開始時間は「８時」、利用終了時間は「16時」が最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、１週当たりの利用日数、利用開始時間ではほぼ同様の結果となっています。

１日当たりの利用時間で「８時間」が 6.9 ポイント増加している一方で、「６時間」が 6.7 ポイント

減少しています。また、１日当たりの利用終了時間で「15時」が 10.1ポイント減少しています。 

②希望 

◎１週当たりの利用日数〈数量回答〉 ◎１日当たりの利用時間〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.7 

1.2 

1.9 

64.6 

9.0 

0.4 

22.1 

0.2 

0.5 

0.4 

0.5 

63.6 

9.5 

0.7 

24.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

【希 望】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）

0.7 

3.7 

6.9 

11.7 

21.2 

11.1 

19.1 

25.6 

0.9 

4.8 

13.6 

17.5 

14.3 

6.5 

16.6 

25.8 

0.0 10.0 20.0 30.0

5時間未満

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間以上

不明・無回答

【希 望】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）
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◎利用開始時間〈数量回答〉   ◎利用終了時間〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で「利用している」を選んだ方 

（１）－３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 13－３〕 

現在、利用している教育・保育事業の実施場所についてみると、「大和郡山市内」が 89.8％と大部

分を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4 

10.0 

39.2 

27.8 

22.6 

7.4 

39.6 

27.2 

25.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

7時以前

7時

8時

9時以降

不明・無回答

【希 望】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）

0.9 

5.8 

8.8 

19.3 

18.4 

17.6 

6.3 

22.9 

0.2 

6.9 

18.9 

18.4 

11.7 

10.4 

7.8 

25.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

14時以前

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

不明・無回答

【希 望】

今回調査（N=669）

前回調査（N=566）

（％）

89.8 7.8 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=669）

大和郡山市内 大和郡山市外 不明・無回答
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（２）幼児教育・保育の無償化が開始になった場合、現在利用している、利用していな

いにかかわらず、平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したい事業 

〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 14〕 

平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したい事業についてみると、「認可保育所」が 45.9％、

「幼稚園」が 40.1％、「認定こども園」が 36.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「幼稚園」が 7.9 ポイント減少している一方で、「認定こども園」が 21.9

ポイント、「認可保育所」が 12.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.1 

23.5 

45.9 

36.6 

4.1 

1.6 

3.2 

0.7 

0.8 

1.7 

3.5 

1.5 

3.9 

48.0 

27.6 

33.8 

14.7 

2.8 

1.9 

4.6 

1.6 

0.6 

3.0 

6.4 

2.8 

8.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育室

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

こどもサポートセンター

その他

不明・無回答

今回調査（N=920） 前回調査（N=702）

（％）
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（２）－１ 教育・保育事業を利用したい場所〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 14-１〕 

教育・保育事業を利用したい場所についてみると、「大和郡山市内」が 89.2％と大部分を占めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）で「幼稚園」とその他の選択肢を選んだ方 

（２）－２ 幼稚園の強い利用希望〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 14－２〕 

幼稚園の強い利用希望についてみると、「はい」が 64.7％、「いいえ」が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

  

89.2 6.3 4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

大和郡山市内 大和郡山市外 不明・無回答

64.7 29.5 5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=173）

はい いいえ 不明・無回答
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５ 地域の子育て支援事業の利用状況等について（就学前児童） 

（１）現在の地域子育て支援拠点事業の利用状況〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 15〕 

現在の地域子育て支援拠点事業の利用状況についてみると、「地域子育て支援拠点事業」が 10.8％、

「その他、大和郡山市で実施している類似の事業」が 5.1％となっています。一方、「利用していない」

は 83.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「利用していない」が 5.6ポイント減少しています。 

また、１週当たり、１ヶ月当たりの利用回数では、すべての項目で「１回」の割合が高くなってい

ます。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域子育て支援拠点事業」「その他、大和郡山市で実施している類似の事業」を選んだ方 

◎１週当たりの利用回数〈数量回答〉 ◎１ヶ月当たりの利用回数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 15      15.2 9       9.1 7       14.9

2回 9       9.1 3       3.0 4       8.5

3回 4       4.0 5       5.1 4       8.5

4回 0       0.0 0       0.0 1       2.1

5回以上 0       0.0 1       1.0 0       0.0

不明・無回答 71      71.7 81      81.8 31      66.0

【今回調査】
1週間当たりの

利用回数

①親子たんとん
広場

（N=99）

②地域子育て
支援センター

（N=99）

その他、大和郡
山市で実施して
いる類似の事業

（N=47）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 16      16.2 13      13.1 15      31.9

2回 8       8.1 12      12.1 5       10.6

3回 7       7.1 2       2.0 3       6.4

4回 1       1.0 2       2.0 3       6.4

5回以上 2       2.0 6       6.1 2       4.3

不明・無回答 65      65.7 64      64.6 19      40.4

【今回調査】
1ヶ月当たりの

利用回数

①親子たんとん
広場

（N=99）

②地域子育て
支援センター

（N=99）

その他、大和郡
山市で実施して
いる類似の事業

（N=47）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 11      23.4 3       6.4 5       22.7

2回 6       12.8 4       8.5 3       13.6

3回 2       4.3 1       2.1 0       0.0

4回 0       0.0 0       0.0 0       0.0

5回以上 0       0.0 0       0.0 0       0.0

不明・無回答 28      59.6 39      83.0 14      63.6

【前回調査】
1週間当たりの

利用回数

①親子たんとん
広場

（N=47）

②地域子育て
支援センター

（N=47）

その他、大和郡
山市で実施して
いる類似の事業

（N=22）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 9       19.1 8       17.0 8       36.4

2回 6       12.8 3       6.4 2       9.1

3回 2       4.3 1       2.1 2       9.1

4回 2       4.3 0       0.0 1       4.5

5回以上 2       4.3 1       2.1 0       0.0

不明・無回答 26      55.3 34      72.3 9       40.9

【前回調査】
1ヶ月当たりの

利用回数

①親子たんとん
広場

（N=47）

②地域子育て
支援センター

（N=47）

その他、大和郡
山市で実施して
いる類似の事業

（N=22）

10.8 

5.1 

83.6 

2.8 

6.7 

3.1 

89.2 

2.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

地域子育て支援拠点事業

その他、大和郡山市で実施している類似の事業

利用していない

不明・無回答

今回調査（N=920） 前回調査（N=702）

（％）
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（２）今後の地域子育て支援拠点事業の利用意向〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 16〕 

今後の地域子育て支援拠点事業の利用意向についてみると、「新たに利用したり、利用日数を増や

したいとは思わない」が 74.2％と最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

また、１週当たりの利用希望回数では、すべての項目で「１回」が高くなっています。１ヶ月当た

りの利用希望回数では、『親子たんとん広場』『地域子育て支援センター』で「１回」、『すでに利用し

ているが、今後利用日数を増やしたい』で「２回」が高くなっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用していないが、今後利用したい」、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」を選んだ方 

◎希望する１週当たりの利用回数〈数量回答〉 ◎希望する１ヶ月当たりの利用回数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 33      25.6 15      11.6 21      35.6

2回 13      10.1 5       3.9 10      16.9

3回 2       1.6 2       1.6 4       6.8

4回 1       0.8 0       0.0 0       0.0

5回以上 0       0.0 0       0.0 0       0.0

不明・無回答 80      62.0 107    82.9 24      40.7

【今回調査】
1週間当たりの
希望利用回数

①親子たんとん
広場

（N=129）

②地域子育て
支援センター

（N=129）

すでに利用して
いるが、今後
利用日数を

増やしたい
（N=59）

14.0 

6.4 

74.2 

5.3 

11.8 

4.3 

76.1 

7.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を

増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは

思わない

不明・無回答

今回調査（N=920） 前回調査（N=702）

（％）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 10      12.0 12      14.5 7       23.3

2回 2       2.4 0       0.0 4       13.3

3回 0       0.0 0       0.0 1       3.3

4回 2       2.4 0       0.0 0       0.0

5回以上 0       0.0 0       0.0 0       0.0

不明・無回答 69      83.1 71      85.5 18      60.0

【前回調査】
1週間当たりの
希望利用回数

①親子たんとん
広場

（N=83）

②地域子育て
支援センター

（N=83）

すでに利用して
いるが、今後
利用日数を

増やしたい
（N=30）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 22      17.1 28      21.7 2       3.4

2回 16      12.4 11      8.5 7       11.9

3回 4       3.1 3       2.3 6       10.2

4回 7       5.4 2       1.6 1       1.7

5回以上 1       0.8 2       1.6 4       6.8

不明・無回答 79      61.2 83      64.3 39      66.1

【今回調査】
1ヶ月当たりの
希望利用回数

①親子たんとん
広場

（N=129）

②地域子育て
支援センター

（N=129）

すでに利用して
いるが、今後
利用日数を

増やしたい
（N=59）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1回 22      26.5 21      25.3 4       13.3

2回 10      12.0 12      14.5 10      33.3

3回 4       4.8 4       4.8 2       6.7

4回 3       3.6 6       7.2 0       0.0

5回以上 0       0.0 1       1.2 2       6.7

不明・無回答 44      53.0 39      47.0 12      40.0

【前回調査】
1ヶ月当たりの
希望利用回数

①親子たんとん
広場

（N=83）

②地域子育て
支援センター

（N=83）

すでに利用して
いるが、今後
利用日数を

増やしたい
（N=30）
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（３）子育てに関する機関や子育てサービスの認知度と利用経験、今後の利用意向 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 17〕 

子育てに関する機関や子育てサービスの[認知度]についてみると、「名称も行っている内容も知っ

ている」では、『保健センター（さんて郡山）』が 76.3％と最も高く、次いで『親子たんとん広場』が

55.3％となっています。 

①認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.3 

13.6 

16.1 

23.9 

34.3 

6.7 

51.6 

55.3 

15.5 

32.7 

22.0 

20.0 

58.8 

47.7 

35.8 

40.4 

17.0 

29.7 

25.5 

24.0 

40.0 

30.4 

1.2 

24.3 

31.5 

36.7 

22.3 

72.5 

15.7 

16.4 

57.7 

24.6 

45.0 

2.5 

3.3 

4.7 

3.6 

2.9 

3.8 

3.0 

2.7 

2.7 

2.7 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センター（さんて郡山）

奈良県郡山保健所

家庭児童相談室・市役所窓口

保育所・幼稚園・認定こども園の相

談窓口

地域子育て支援センター

奈良県中央こども家庭相談

センター

保育所・幼稚園・認定こども園の園

庭開放

親子たんとん広場

わくわくキッズランド

きんとっと広場

こどもサポートセンター等による

一時託児事業

就学前児童（N=920） 【認知度】

名称も行っている内容も知っている

名称のみ知っている

名称も行っている内容も知らない

不明・無回答
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子育てに関する機関や子育てサービスの[利用経験]についてみると、「利用したことがある」では、

『保健センター（さんて郡山）』が 81.4％と最も高く、次いで『親子たんとん広場』が 45.4％となっ

ています。 

②利用経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.4 

7.4 

11.4 

17.5 

23.3 

3.3 

34.9 

45.4 

10.0 

18.7 

5.0 

15.2 

87.6 

81.3 

77.2 

72.2 

89.7 

60.3 

50.8 

84.7 

77.0 

90.5 

3.4 

5.0 

7.3 

5.3 

4.6 

7.1 

4.8 

3.8 

5.3 

4.3 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センター（さんて郡山）

奈良県郡山保健所

家庭児童相談室・市役所窓口

保育所・幼稚園・認定こども園の相

談窓口

地域子育て支援センター

奈良県中央こども家庭相談

センター

保育所・幼稚園・認定こども園の園

庭開放

親子たんとん広場

わくわくキッズランド

きんとっと広場

こどもサポートセンター等による

一時託児事業

就学前児童（N=920） 【利用経験】

利用したことがある 利用したことがない 不明・無回答
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子育てに関する機関や子育てサービスの[利用意向]についてみると、「今後利用したい」では、『保

健センター（さんて郡山）』が 48.9％と最も高く、次いで『保育所・幼稚園の園庭解放』が 37.4％と

なっています。 

③利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.9 

6.5 

12.5 

25.3 

19.7 

3.8 

37.4 

28.2 

17.4 

17.5 

13.3 

9.8 

17.5 

16.4 

13.6 

24.5 

22.2 

18.9 

26.4 

19.1 

22.4 

21.0 

37.0 

71.8 

65.7 

56.4 

51.5 

68.6 

39.1 

41.8 

59.3 

56.2 

61.8 

4.3 

4.1 

5.4 

4.7 

4.3 

5.4 

4.6 

3.6 

4.1 

3.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センター（さんて郡山）

奈良県郡山保健所

家庭児童相談室・市役所窓口

保育所・幼稚園・認定こども園の相

談窓口

地域子育て支援センター

奈良県中央こども家庭相談

センター

保育所・幼稚園・認定こども園の園

庭開放

親子たんとん広場

わくわくキッズランド

きんとっと広場

こどもサポートセンター等による

一時託児事業

就学前児童（N=920） 【利用意向】

今後利用したい 利用しようと思わない

わからない 不明・無回答
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６ 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について（就学前児童） 

（１）土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的な利用は

除く）〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 18〕 

土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望についてみると、土曜日、日曜日・祝

日ともに「利用する必要はない」がそれぞれ 57.7％、73.6％と最も高くなっています。 

また、希望する利用時間帯については、開始時間で土曜日、日曜日・祝日ともに「９時以降」が最

も高くなっています。終了時間で土曜日、日曜日・祝日ともに「18時」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほぼ毎週利用したい」「月に１～２回は利用したい」を選んだ方 

◎希望する利用開始時間〈数量回答〉 ◎希望する利用終了時間〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.7 

73.6 

9.9 

2.3 

28.5 

19.9 

3.9 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）土曜日

（２）日曜日・

祝日

就学前児童（N=920）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 

0.3 

11.0 

36.8 

47.6 

4.2 

0.5 

9.8 

34.8 

49.5 

5.4 

0.0 20.0 40.0 60.0

7時以前

7時

8時

9時以降

不明・無回答

【希 望】

土曜日（N=353）

日曜日・祝日（N=204）

（％）

6.8 

2.8 

9.6 

17.8 

25.2 

28.9 

4.8 

4.0 

2.9 

2.0 

7.4 

16.2 

27.0 

32.8 

6.9 

4.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

14時以前

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

不明・無回答

【希 望】

土曜日（N=353）

日曜日・祝日（N=204）

（％）
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（１）で「月に１～２回は利用したい」を選んだ方 

（１）－１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 18－１〕 

毎週ではなく、たまに利用したい理由についてみると、「月に数回仕事が入るため」が 64.0％と最

も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」が 35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「幼稚園」を利用されている方 

（２）夏休み・冬休み等、長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 19〕 

夏休み・冬休み等、長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望ついてみると、「休みの期間中、

週に数日利用したい」が 49.4％と最も高く、次いで「利用する必要はない」が 35.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 

64.0 

35.4 

3.2 

31.8 

9.9 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

不明・無回答

就学前児童（N=314） （％）

35.1 9.5 49.4 6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=231）

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 不明・無回答
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希望する利用時間帯については、開始時間は「９時以降」、終了時間は「15 時」が最も高くなって

います。 

「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」「休みの期間中、週に数日利用したい」を選んだ方 

◎希望する利用開始時間〈数量回答〉 ◎希望する利用終了時間〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）で「休みの期間中、週に数日利用したい」を選んだ方 

（２）－１ 毎日ではなく、たまに利用したい理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 19－１〕 

毎日ではなく、たまに利用したい理由についてみると、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」

が 55.3％と最も高く、次いで「息抜きのため」が 49.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.6 

55.3 

6.1 

49.1 

18.4 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

不明・無回答

就学前児童（N=114） （％）

0.0 

0.0 

34.6 

63.2 

2.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

7時以前

7時

8時

9時以降

不明・無回答

【希 望】就学前児童（N=136） （％）

7.4 

19.1 

27.2 

22.1 

13.2 

8.1 

0.7 

2.2 

0.0 10.0 20.0 30.0

14時以前

14時

15時

16時

17時

18時

19時以降

不明・無回答

【希 望】就学前児童（N=136） （％）
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７ 病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ）（就学前児童） 

（１）この１年間に、子どもが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 20〕 

この１年間に、子どもが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無についてみると、

「あった」が 73.2％、「なかった」が 19.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「あった」が 6.2ポイント増加しています。 

平日の定期的な教育・保育の事業を利用されている方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.2 

67.0 

19.7 

30.0 

7.0 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=669）

前回調査

（N=566）

あった なかった 不明・無回答
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（１）で「あった」を選んだ方 

（１）－１ 子どもが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなか

った場合に、この１年間に行った対処方法〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 20－１〕 

子どもが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１年間

に行った対処方法についてみると、「母親が休んだ」が 69.2％と最も高く、次いで「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」が 38.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた」が 13.6ポイン

ト減少している一方で、「母親が休んだ」が 15.6ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.4 

69.2 

38.8 

24.1 

1.0 

0.2 

0.4 

0.6 

1.4 

15.6 

53.6 

34.3 

37.7 

0.5 

0.5 

0.5 

2.1 

1.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみて

もらった

父親または母親のうち就労していない方が

子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

今回調査（N=490） 前回調査（N=379）

（％）



41 

１年間の対処日数については、『母親が休んだ』『（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもら

った』『父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた』で「７日以上」が高くなっていま

す。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

◎1 年間の対処日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 23    20.9 25    7.4 23    12.1 10    8.5 2      40.0 0      0.0 0      0.0 1      33.3

2日 25    22.7 30    8.8 19    10.0 7      5.9 1      20.0 0      0.0 1      50.0 0      0.0

3日 25    22.7 35    10.3 37    19.5 14    11.9 0      0.0 0      0.0 1      50.0 1      33.3

4日 4      3.6 12    3.5 9      4.7 9      7.6 1      20.0 0      0.0 0      0.0 1      33.3

5日 17    15.5 72    21.2 34    17.9 18    15.3 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

6日 0      0.0 3      0.9 1      0.5 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

7日以上 8      7.3 120   35.4 49    25.8 51    43.2 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

不明・無回答 8      7.3 42    12.4 18    9.5 9      7.6 1      20.0 1      100.0 0      0.0 0      0.0

ベビーシッター

を利用した
（N=1）

仕方なく子ども

だけで留守番
をさせた（N=2）

その他
（N=3）

【今回調査】

対処日数
（年間）

父親が休んだ
（N=110）

母親が休んだ
（N=339）

（同居者を含

む）親族・知人

に子どもをみ
てもらった

（N=190）

父親または母

親のうち就労し

ていない方が
子どもをみた

（N=118）

病児・病後児

の保育を利用
した（N=5）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 16    26.7 19    9.4 19    14.6 14    9.8 0      0.0 1      50.0 0      0.0 0      0.0

2日 16    26.7 27    13.3 29    22.3 17    11.9 0      0.0 1      50.0 1      50.0 2      25.0

3日 12    20.0 34    16.7 23    17.7 21    14.7 0      0.0 0      0.0 1      50.0 0      0.0

4日 1      1.7 7      3.4 4      3.1 8      5.6 0      0.0 0      0.0 0      0.0 1      12.5

5日 4      6.7 40    19.7 15    11.5 28    19.6 1      50.0 0      0.0 0      0.0 2      25.0

6日 0      0.0 2      1.0 1      0.8 5      3.5 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

7日以上 7      11.7 52    25.6 33    25.4 41    28.7 0      0.0 0      0.0 0      0.0 3      37.5

不明・無回答 4      6.7 22    10.8 6      4.6 9      6.3 1      50.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

その他
（N=8）

病児・病後児

の保育を利用
した（N=2）

ベビーシッター

を利用した
（N=2）

【前回調査】

対処日数
（年間）

父親が休んだ
（N=60）

母親が休んだ
（N=203）

（同居者を含

む）親族・知人

に子どもをみ
てもらった

（N=130）

父親または母

親のうち就労し

ていない方が
子どもをみた

（N=143）

仕方なく子ども

だけで留守番
をさせた（N=2）
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（１）－１で「父親が休んだ」または「母親が休んだ」を選んだ方 

（１）－２ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思っ

たか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 20－２〕 

「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思ったかについてみると、「できれ

ば病児・病後児保育施設等を利用したい」が 30.9％、「利用したいとは思わない」が 68.5％となって

います。 

また、できれば病児・病後児保育施設等を利用したい日数については、「７日以上」が 19.9％と最

も高く、次いで「５日」が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」を選んだ方 

◎病児・病後児保育施設等を利用したい日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.9 68.5 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=356）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

不明・無回答

4.5 

10.0 

12.7 

0.9 

18.2 

0.9 

19.9 

32.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明・無回答

就学前児童（N=110）
（％）

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 
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（１）－２で「利用したいとは思わない」を選んだ方 

（１）－３ 利用したいと思わない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 20－３〕 

利用したいと思わない理由についてみると、「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 58.6％

と最も高く、次いで「親が仕事を休んで対応する」が 52.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病気やケガの際の対応として、あなたが思う理想〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 21〕 

病気やケガの際の対応として、あなたが思う理想についてみると、優先順位１位では「仕事を休む

なりして親が対応する」が 71.7％、優先順位２位では「祖父母等の親せきに預けて対応する」が 58.5％

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.6 

13.5 

23.4 

31.6 

28.3 

52.0 

20.5 

3.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数等）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

不明・無回答

就学前児童（N=244）
（％）

71.7 

9.0 

0.0 

4.5 

0.3 

0.2 

0.2 

14.0 

9.8 

58.5 

0.3 

10.9 

1.0 

1.8 

0.2 

17.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

仕事を休むなりして親が対応する

祖父母等の親せきに預けて対応する

友人・知人に預けて対応する

病児・病後児の保育サービスを利用する

ベビーシッターを利用する

ファミリー・サポート・センターを利用する

その他

不明・無回答

就学前児童（N=920）

優先順位１位 優先順位２位

（％）
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８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について（就学前児童） 

（１）私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業の有無 

（日中の定期的な保育や病気のため以外）〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 22〕 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業についてみると、「利用して

いない」が 83.0％となっています。利用している事業では、「幼稚園の預かり保育」が 8.7％と最も

高くなっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっていますが、「幼稚園の預かり保育」が 5.8 ポイン

ト減少し、「利用していない」が 5.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.3 

8.7 

3.0 

0.1 

0.3 

0.5 

83.0 

2.7 

1.9 

14.5 

2.1 

0.3 

0.1 

0.7 

77.9 

3.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

一時預かり

幼稚園の預かり保育

こどもサポートセンター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

不明・無回答

今回調査（N=920） 前回調査（N=702）

（％）
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１年間の利用日数については、『幼稚園の預かり保育』で「10日以上」が高くなっています。 

前回調査と比較すると、『一時預かり』『幼稚園の預かり保育』で利用日数が増加しています。 

「利用していない」以外を選んだ方 

◎１年間の利用日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1～3日 5      23.8 13    16.3 13    46.4 0      0.0 2      66.7 0      0.0

4～6日 2      9.5 24    30.0 3      10.7 0      0.0 0      0.0 0      0.0

7～9日 0      0.0 10    12.5 1      3.6 1      100.0 0      0.0 0      0.0

10日以上 10    47.6 27    33.8 8      28.6 0      0.0 1      33.3 4      80.0

不明・無回答 4      19.0 6      7.5 3      10.7 0      0.0 0      0.0 1      20.0

その他
（N=5）

【今回調査】
利用日数
（年間）

一時預かり
（N=21）

幼稚園の
預かり保育

（N=80）

こどもサポート
センター
（N=28）

夜間養護等事
業：トワイライト
ステイ（N=1）

ベビーシッター
（N=3）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1～3日 4      30.8 36    35.3 7      46.7 1      50.0 1      100.0 0      0.0

4～6日 1      7.7 31    30.4 1      6.7 0      0.0 0      0.0 0      0.0

7～9日 4      30.8 1      1.0 1      6.7 1      50.0 0      0.0 0      0.0

10日以上 2      15.4 27    26.5 4      26.7 0      0.0 0      0.0 3      60.0

不明・無回答 2      15.4 7      6.9 2      13.3 0      0.0 0      0.0 2      40.0

【前回調査】
利用日数
（年間）

一時預かり
（N=13）

幼稚園の
預かり保育
（N=102）

こどもサポート
センター
（N=15）

夜間養護等事
業：トワイライト
ステイ（N=2）

ベビーシッター
（N=1）

その他
（N=5）
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（１）で「利用していない」を選んだ方 

（１）－１ 現在利用していない理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 22－１〕 

現在利用していない理由についてみると、「特に利用する必要がない」が 73.8％と最も高く、次い

で「利用料がかかる・高い」が 19.5％となっています。また、「事業の利用方法（手続き等）がわか

らない」が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、利用する必要がある事業の有無 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 23〕 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、利用する必要がある事業の有無についてみると、「利

用したい」が 33.3％、「利用する必要はない」が 58.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

73.8 

5.9 

6.2 

8.0 

19.5 

13.2 

10.5 

16.8 

6.4 

0.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数等）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうか

わからない

事業利用方法（手続き等）がわからない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=764）
（％）

33.3 58.0 8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=920）

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 
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合計の 1年間の利用日数については、「10日以上」が 59.2％と最も高くなっています。利用したい

目的別については、「私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的」が 62.7％と最も高く、次いで「冠

婚葬祭、子どもの保護者の通院」が 49.7％となっています。目的別の 1 年間の利用日数については、

『私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的』で「10日以上」、『冠婚葬祭、子どもの保護者の通院』

で「５日」が高くなっています。 

「利用したい」を選んだ方 

◎合計の 1 年間の利用日数〈数量回答〉  ◎利用したい目的別〈複数回答〉 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎目的別の 1 年間の利用日数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.7 

49.7 

36.3 

14.7 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

私用（買い物、習い事等）、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、子どもの保護者

の通院

不定期の就労

その他

不明・無回答

就学前児童（N=306） （％）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 11    5.7 10    6.6 8      7.2 0      0.0

2日 17    8.9 22    14.5 6      5.4 2      4.4

3日 20    10.4 21    13.8 3      2.7 5      11.1

4日 9      4.7 8      5.3 1      0.9 3      6.7

5日 30    15.6 29    19.1 10    9.0 3      6.7

6日 9      4.7 5      3.3 5      4.5 0      0.0

7日 3      1.6 4      2.6 2      1.8 3      6.7

8日 3      1.6 5      3.3 2      1.8 1      2.2

9日 1      0.5 0      0.0 0      0.0 1      2.2

10日以上 75    39.1 28    18.4 53    47.7 17    37.8

不明・無回答 14    7.3 20    13.2 21    18.9 10    22.2

その他

（N=45）

目的別
希望利用

日数
（年間）

私用（買い物、
習い事等）、

リフレッシュ
目的（N=192）

冠婚葬祭、
子どもの

保護者の通院
（N=152）

不定期の就労

（N=111）

1.0 

2.3 

3.3 

2.0 

12.7 

2.0 

2.6 

1.3 

0.0 

59.2 

13.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日以上

不明・無回答

【希望利用日数】就学前児童（N=306） （％）
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（３）この１年間に、保護者の用事等により、子どもを泊りがけで預けなければならな

かった経験の有無〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 24〕 

この１年間に、保護者の用事などにより、子どもを泊りがけで預けなければならなかった経験の有

無についてみると、「あった（預け先がみつからなかった場合を含む）」が 16.8％、「なかった」が 81.0％

となっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっていまが、「なかった」がわずかに増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）で「あった」を選んだ方 

（３）－１ この１年間の対処方法とそれぞれの泊数〔就学前児童調査…問 24－１〕 

この１年間の対処方法については、「（同居者を含む）親族・知人に預けた」が 91.6％と大部分を占

めています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっていますが、「仕方なく子どもも同行させた」がわ

ずかに増加しています。 

◎１年間の対処方法〈複数回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

91.6 

1.3 

0.0 

9.7 

0.6 

2.6 

0.6 

93.2 

1.5 

0.8 

4.5 

1.5 

0.8 

0.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

（同居者を含む）親族・知人に預けた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を

利用した

認可外保育施設やベビーシッター等の

保育事業を利用した

仕方なく子どもも同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

今回調査（N=155） 前回調査（N=133）

（％）

16.8 

18.9 

81.0 

75.4 

2.2 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（N=920）

前回調査

（N=702）

あった（預け先がみつからなかった場合を含む） なかった 不明・無回答
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１年間の対処泊数については、『（同居者を含む）親族・知人に預けた』で、「１泊」の割合が高く

なっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

◎１年間の対処泊数〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1泊 45    31.7 0      0.0 0      0.0 2      13.3 0      0.0 1      25.0

2泊 19    13.4 1      50.0 0      0.0 5      33.3 0      0.0 0      0.0

3泊 14    9.9 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

4泊 11    7.7 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

5泊 17    12.0 0      0.0 0      0.0 2      13.3 1      100.0 0      0.0

6泊 3      2.1 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

7泊以上 24    16.9 1      50.0 0      0.0 1      6.7 0      0.0 1      25.0

不明・無回答 9      6.3 0      0.0 0      0.0 5      33.3 0      0.0 2      50.0

その他

（N=4）
【今回調査】

対処泊数

（年間）

（同居者を含

む）親族・知人

に預けた
（N=142）

短期入所生活

援助事業

（ショートステ

イ）を利用した
（N=2）

認可外保育施
設やベビー

シッター等の

保育事業を

利用した
（N=0）

仕方なく子ども

も同行させた

（N=15）

仕方なく子ども

だけで留守番

をさせた（N=1）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1泊 38    30.6 0      0.0 0      0.0 2      33.3 0      0.0 0      0.0

2泊 24    19.4 1      50.0 1      100.0 1      16.7 0      0.0 0      0.0

3泊 12    9.7 0      0.0 0      0.0 1      16.7 0      0.0 0      0.0

4泊 4      3.2 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

5泊 8      6.5 0      0.0 0      0.0 0      0.0 1      50.0 0      0.0

6泊 3      2.4 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

7泊以上 31    25.0 1      50.0 0      0.0 2      33.3 0      0.0 1      100.0

不明・無回答 4      3.2 0      0.0 0      0.0 0      0.0 1      50.0 0      0.0

その他

（N=1）
【前回調査】

対処泊数

（年間）

（同居者を含

む）親族・知人

に預けた
（N=124）

短期入所生活

援助事業

（ショートステ

イ）を利用した
（N=2）

認可外保育施
設やベビー

シッター等の

保育事業を

利用した
（N=1）

仕方なく子ども

も同行させた

（N=6）

仕方なく子ども

だけで留守番

をさせた（N=2）
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９ 小学校就学後の放課後の過ごし方について（就学前児童は５歳以上） 

（１）小学生になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間を主にどのような場所

で過ごさせたいと思うか〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 25〕 

小学生になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間を主に過ごさせたいと思う場所について

みると、[小学校低学年（１～３年生）の間][小学校高学年（４～６年生）の間]ともに「自宅」が 60.9％、

63.4％と最も高く、次いで「習い事」が 54.7％、51.6％となっています。 

前回調査と比較すると、[小学校低学年（１～３年生）の間]ではほぼ同様の結果となっていますが、

[小学校高学年（４～６年生）の間]で「自宅」が 11.0ポイント増加しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 

60.9 

25.5 

54.7 

21.1 

37.3 

0.0 

8.7 

5.0 

55.7 

21.6 

52.4 

24.9 

35.1 

1.1 

16.2 

3.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後子ども教室

学童保育所

こどもサポートセンター

その他

不明・無回答

【小学校低学年の間】

今回調査（N=161）

前回調査（N=185）

（％）

63.4 

21.7 

51.6 

18.6 

26.1 

0.0 

6.8 

14.9 

52.4 

18.4 

53.0 

17.3 

23.2 

0.5 

12.4 

16.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

【小学校高学年の間】

今回調査（N=161）

前回調査（N=185）

（％）
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希望する１週当たりの過ごさせたい場所については、[小学校低学年（１～３年生）の間][小学校

高学年（４～６年生）の間]ともに『自宅』『学童保育所』で「５日以上」が高くなっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

◎希望する１週当たりの過ごさせたい場所〈数量回答〉 

①小学校低学年（１～３年生）の間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②小学校高学年（４～６年生）の間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 10    10.3 12    35.3 27    27.6 20    62.5 2      4.7 0      0.0 10    43.5

2日 23    23.7 13    38.2 32    32.7 5      15.6 2      4.7 0      0.0 4      17.4

3日 21    21.6 2      5.9 26    26.5 4      12.5 5      11.6 0      0.0 6      26.1

4日 9      9.3 1      2.9 8      8.2 0      0.0 3      7.0 0      0.0 1      4.3

5日以上 31    32.0 5      14.7 5      5.1 3      9.4 31    72.1 1      100.0 2      8.7

不明・無回答 3      3.1 1      2.9 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

こどもサポート
センター（N=1）

その他
（N=23）

【前回調査】
小学校高学年

希望する

放課後の
過ごし方

自宅
（N=97）

祖父母宅や友
人・知人宅

（N=34）

習い事
（N=98）

放課後子ども
教室（N=32）

学童保育所
（N=43）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 9      8.7 16    40.0 34    35.1 29    63.0 2      3.1 0      0.0 10    33.3

2日 23    22.3 13    32.5 43    44.3 8      17.4 2      3.1 0      0.0 7      23.3

3日 27    26.2 0      0.0 17    17.5 3      6.5 5      7.7 0      0.0 9      30.0

4日 8      7.8 3      7.5 1      1.0 1      2.2 5      7.7 0      0.0 1      3.3

5日以上 32    31.1 6      15.0 2      2.1 5      10.9 51    78.5 2      100.0 3      10.0

不明・無回答 4      3.9 2      5.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0 0      0.0

習い事
（N=97）

【前回調査】
小学校低学年

希望する

放課後の
過ごし方

自宅
（N=103）

祖父母宅や友
人・知人宅

（N=40）

放課後子ども
教室（N=46）

学童保育所
（N=65）

こどもサポート
センター（N=2）

その他
（N=30）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 11    11.2 16    39.0 34    38.6 24    70.6 1      1.7 0      0.0 5      35.7

2日 14    14.3 11    26.8 35    39.8 3      8.8 6      10.0 0      0.0 4      28.6

3日 19    19.4 4      9.8 13    14.8 3      8.8 6      10.0 0      0.0 1      7.1

4日 14    14.3 2      4.9 1      1.1 0      0.0 5      8.3 0      0.0 0      0.0

5日以上 34    34.7 7      17.1 1      1.1 3      8.8 38    63.3 0      0.0 3      21.4

不明・無回答 6      6.1 1      2.4 4      4.5 1      2.9 4      6.7 0      0.0 1      7.1

こどもサポート
センター（N=0）

学童保育所
（N=60）

その他
（N=14）

【今回調査】
小学校低学年

希望する

放課後の
過ごし方

自宅
（N=98）

祖父母宅や友
人・知人宅

（N=41）

習い事
（N=88）

放課後子ども
教室（N=34）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 11    10.8 12    34.3 16    19.3 20    66.7 3      7.1 0      0.0 4      36.4

2日 34    33.3 11    31.4 33    39.8 5      16.7 1      2.4 0      0.0 4      36.4

3日 8      7.8 3      8.6 25    30.1 2      6.7 5      11.9 0      0.0 1      9.1

4日 6      5.9 0      0.0 3      3.6 1      3.3 6      14.3 0      0.0 0      0.0

5日以上 37    36.3 8      22.9 1      1.2 1      3.3 23    54.8 0      0.0 0      0.0

不明・無回答 6      5.9 1      2.9 5      6.0 1      3.3 4      9.5 0      0.0 2      18.2

学童保育所
（N=42）

【今回調査】
小学校高学年

希望する

放課後の
過ごし方

自宅
（N=102）

祖父母宅や友
人・知人宅

（N=35）

習い事
（N=83）

その他
（N=11）

こどもサポート
センター（N=0）

放課後子ども
教室（N=30）
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学童保育所の利用希望時間では、[小学校低学年（１～３年生）の間]では「18時」、[小学校高学年

（４～６年生）の間]では「17時」が高くなっています。 

前回調査と比較すると、[小学校低学年（１～３年生）の間]ではほぼ同様の結果となっていますが、

[小学校高学年（４～６年生）の間]では「17時」が 19.7ポイント増加しています。 

「学童保育所」を選んだ方 

◎「学童保育所」の利用希望時間（下校時から何時まで）〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）で「学童保育所」を選んだ方 

（１）－１ 土曜日と日曜日・祝日の学童保育所の利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 25-１〕 

土曜日と日曜日・祝日の学童保育所の利用希望についてみると、土曜日、日曜日・祝日ともに「利

用する必要はない」が最も高く、それぞれ 54.1％、80.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 

23.0 

6.6 

19.7 

13.1 

54.1 

80.3 

3.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）土曜日

（２）日曜日・祝日

就学前児童（N=61）

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

不明・無回答

1.7 

36.7 

41.7 

10.0 

10.0 

6.2 

33.8 

38.5 

18.5 

3.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

17時以前

17時

18時

19時以降

不明・無回答

【小学校低学年の間】

今回調査（N=60）

前回調査（N=65）

（％）

0.0 

47.6 

31.0 

9.5 

11.9 

4.7 

27.9 

46.5 

14.0 

7.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

【小学校高学年の間】

今回調査（N=42）

前回調査（N=43）

（％）
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希望する利用時間帯については、土曜日、日曜日・祝日ともに開始時間では「８時」、終了時間で

は「18時」が高くなっています。 

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」を選んだ方 

◎希望する利用時間帯〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方〈複数回答〉〔小学生児童調査…問 12〕 

放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方についてみると、「自宅」が 76.1％と最も高く、次いで

「習い事」が 64.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「習い事」が 8.6ポイント減少している一方で、「学童保育所」が 9.0ポイ

ント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.1 

25.7 

64.6 

8.3 

17.6 

0.7 

13.6 

1.2 

79.5 

30.5 

73.2 

7.4 

8.6 

0.1 

16.8 

3.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後子ども教室

学童保育所

こどもサポートセンター

その他

不明・無回答

今回調査（N=883） 前回調査（N=740）

（％）

件数 ％ 件数 ％

7時以前 0        0.0 0        0.0

7時 4        15.4 4        33.3

8時 15       57.7 6        50.0

9時以降 5        19.2 2        16.7

不明・無回答 2        7.7 0        0.0

学童保育所の
希望開始時間

土曜日

（N=26）

日曜日・祝日

（N=12）

件数 ％ 件数 ％

14時以前 1        3.8 0        0.0

14時 0        0.0 0        0.0

15時 1        3.8 1        8.3

16時 2        7.7 1        8.3

17時 6        23.1 3        25.0

18時 13       50.0 5        41.7

19時以降 2        7.7 2        16.7

不明・無回答 1        3.8 0        0.0

学童保育所の
希望終了時間

土曜日
（N=26）

日曜日・祝日
（N=12）
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１週当たりの過ごしている場所については、『自宅』『学童保育所』で「５日以上」が最も高くなっ

ています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

学童保育所の利用希望時間では「17時」が高くなっています。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

◎１週当たりの過ごしている場所〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学童保育所」を選んだ方 

◎「学童保育所」の利用希望時間（下校時から何時まで）〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.3 

80.6 

13.5 

3.2 

1.3 

7.8 

75.0 

14.1 

1.6 

1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

17時以前

17時

18時

19時以降

不明・無回答

今回調査（N=155）

前回調査（N=64）

（％）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 99    16.8 109   48.2 98    18.1 54    98.2 0      0.0 1      100.0 51    41.1

2日 110   18.7 62    27.4 191   35.2 0      0.0 6      9.4 0      0.0 40    32.3

3日 121   20.6 31    13.7 121   22.3 0      0.0 7      10.9 0      0.0 13    10.5

4日 65    11.1 5      2.2 82    15.1 0      0.0 9      14.1 0      0.0 7      5.6

5日以上 179   30.4 14    6.2 45    8.3 0      0.0 42    65.6 0      0.0 10    8.1

不明・無回答 14    2.4 5      2.2 5      0.9 1      1.8 0      0.0 0      0.0 3      2.4

その他
（N=124）

【前回調査】
放課後の

過ごし方

自宅
（N=588）

祖父母宅や友
人・知人宅
（N=226）

習い事
（N=542）

放課後子ども
教室（N=55）

学童保育所
（N=64）

こどもサポート
センター（N=1）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

1日 71    10.6 91    40.1 147   25.8 67    91.8 2      1.3 3      50.0 37    30.8

2日 137   20.4 59    26.0 184   32.3 1      1.4 6      3.9 0      0.0 33    27.5

3日 107   15.9 27    11.9 137   24.0 1      1.4 17    11.0 2      33.3 29    24.2

4日 85    12.6 10    4.4 67    11.8 0      0.0 27    17.4 0      0.0 7      5.8

5日以上 263   39.1 37    16.3 35    6.1 2      2.7 103   66.5 1      16.7 8      6.7

不明・無回答 9      1.3 3      1.3 0      0.0 2      2.7 0      0.0 0      0.0 6      5.0

放課後子ども
教室（N=73）

学童保育所
（N=155）

こどもサポート
センター（N=6）

その他
（N=120）【今回調査】

放課後の
過ごし方

自宅
（N=672）

祖父母宅や友
人・知人宅

（N=227）

習い事
（N=570）
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（３）学童保育所の利用希望〈単数回答〉〔小学生児童調査…問 13〕 

学童保育所の利用希望についてみると、平日、土曜日、日曜日・祝日ともに「利用する必要はない」

が最も高く、それぞれ 67.6％、81.9％、87.7％となっています。 

また、希望する利用時間帯については、開始時間では平日が「９時以降」、土曜日、日曜日・祝日

がともに「８時」、終了時間では平日が「19時以降」、土曜日が「18時」、日曜日・祝日が「17時」と

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用したい（小学１～３年生の間まで）」、「利用したい（小学６年生まで）」を選んだ方 

◎希望する利用時間帯〈数量回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

7時以前 0        0.0 0        0.0 0        0.0

7時 9        4.0 7        7.1 5        10.9

8時 39       17.4 53       53.5 25       54.3

9時以降 123     54.9 29       29.3 12       26.1

不明・無回答 53       23.7 10       10.1 4        8.7

学童保育所の
希望開始時間

土曜日

（N=99）

平日

（N=224）

日曜日・祝日

（N=46）

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

14時以前 0        0.0 5        5.1 1        2.2

14時 1        0.4 2        2.0 2        4.3

15時 0        0.0 7        7.1 1        2.2

16時 2        0.9 7        7.1 2        4.3

17時 83       37.1 26       26.3 16       34.8

18時 88       39.3 29       29.3 13       28.3

19時以降 40       17.9 16       16.2 8        17.4

不明・無回答 10       4.5 7        7.1 3        6.5

学童保育所の
希望終了時間

土曜日
（N=99）

日曜日・祝日
（N=46）

平日
（N=224）

6.8 

4.2 

1.7 

18.6 

7.0 

3.5 

67.6 

81.9 

87.7 

7.0 

6.9 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）平日

（２）土曜日

（３）日曜日・祝日

小学生調査（N=883）

利用したい（小学１～３年生の間まで） 利用したい（小学６年生まで）

利用する必要はない 不明・無回答
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（４）夏休み・冬休み等の長期の休暇期間中の学童保育所の利用希望〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 26・小学生児童調査…問 14〕 

長期の休暇期間中の学童保育所の利用希望についてみると、就学前児童では「利用する必要はない」

が 34.8％と最も高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 23.6％となっています。

小学生児童では「利用する必要はない」が 55.5％と最も高く、次いで「利用したい（小学６年生まで）」

が 31.3％となっています。 

また、希望する利用時間帯については、就学前児童では開始時間が「８時」、終了時間が「18 時」、

小学生児童では開始時間が「８時」、終了時間が「17時」と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前児童：「低学年（１～３年生）の間は利用したい」、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」、

小学生児童「利用したい（小学１～３年生の間まで）」、「利用したい（小学６年生まで）」を選んだ方 

◎希望する利用時間帯〈数量回答〉 

【就学前児童】                              【小学生児童】 

 

  

＊事業の利用には、一定の利用料がかかります 

8.0 31.3 55.5 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査

（N=883）

利用したい（小学１～３年生の間まで） 利用したい（小学６年生まで）

利用する必要はない 不明・無回答

23.6 18.6 34.8 23.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=161）

低学年（１～３年生）の間は利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない

不明・無回答

件数 ％ 件数 ％

7時以前 0        0.0 14時以前 0        0.0

7時 6        8.8 14時 0        0.0

8時 35       51.5 15時 1        1.5

9時以降 10       14.7 16時 2        2.9

不明・無回答 17       25.0 17時 20       29.4

18時 22       32.4

19時以降 5        7.4

不明・無回答 18       26.5

学童保育所の
希望開始時間

長期休暇中
（N=68） 学童保育所の

希望終了時間

長期休暇中
（N=68）

件数 ％ 件数 ％

7時以前 0        0.0 14時以前 10       2.9

7時 19       5.5 14時 4        1.2

8時 170     49.0 15時 28       8.1

9時以降 143     41.2 16時 25       7.2

不明・無回答 15       4.3 17時 128     36.9

18時 101     29.1

19時以降 41       11.8

不明・無回答 10       2.9

学童保育所の
希望開始時間

長期休暇中
（N=347） 学童保育所の

希望終了時間

長期休暇中
（N=347）
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10 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

（１）子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 27〕 

子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況についてみると、母親では「働いていなかった」

が 46.3％と最も高く、次いで「取得した（取得中である）」が 42.8％となっています。父親では「取

得していない」が 89.0％と大部分を占めています。また、父親の「取得した（取得中である）」は 3.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.3 

0.5 

42.8 

3.2 

9.5 

89.0 

1.4 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

就学前児童（N=920）

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない

不明・無回答
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育児休業を取得していない理由については、母親では「子育てや家事に専念するため退職した」が

42.5％で最も高く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 24.1％

となっています。父親では「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 33.6％と最も高く、次

いで「仕事が忙しかった」が 32.6％となっています。 

「取得していない」を選んだ方 

◎取得していない理由〈複数回答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.6 

9.2 

4.6 

13.8 

1.1 

6.9 

3.4 

0.0 

2.3 

42.5 

24.1 

9.2 

0.0 

1.1 

14.9 

9.2 

33.6 

32.6 

0.2 

3.5 

6.2 

25.0 

0.7 

28.1 

27.7 

0.2 

12.7 

0.0 

3.4 

0.0 

6.2 

9.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格等が遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所等に預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に

定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさ

なかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

不明・無回答

母親（N=87） 父親（N=819）

（％）
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（１）で「取得した（取得中である）」を選んだ方 

（１）－１ 育児休業取得後、職場に復帰したか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 27-１〕 

育児休業取得後、職場に復帰したかについてみると、母親では「育児休業取得後、職場に復帰した」

が 72.8％と最も高く、次いで「現在も育児休業中である」が 19.5％となっています。父親では「育

児休業取得後、職場に復帰した」が 100.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－１で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方 

（１）－２ 育児休業から職場に復帰したタイミング〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 27-２〕 

育児休業から職場に復帰したタイミングについてみると、母親では「年度初めの入所に合わせたタ

イミングだった」が 58.2％、「それ以外だった」が 35.2％となっています。父親では「年度初めの入

所に合わせたタイミングだった」が 6.9％、「それ以外だった」が 79.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.8 

100.0 

19.5 

0.0 

5.8 

0.0 

1.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（N=394）

父親

（N=29）

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 不明・無回答

58.2 

6.9 

35.2 

79.3 

6.6 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（N=287）

父親

（N=29）

年度初めの入所に合わせたタイミングだった

それ以外だった

不明・無回答
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（１）－１で「育児休業取得後、職場に復帰した」を選んだ方 

（１）－３ 育児休業からは、「実際」に子どもが何歳何ヶ月のときに職場復帰したか。

また、勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取得し

たかったか〈数量回答〉〔就学前児童調査…問 27-３〕 

育児休業から、実際に子どもが何歳何ヶ月のときに職場復帰したかについてみると、母親では[実

際][希望]ともに「1歳～1歳６カ月未満」がそれぞれ 40.1％、39.7％と最も高く、次いで[実際]で「６

ヶ月～１歳未満」が 31.0％、[希望]で「１歳６カ月～２歳未満」が 13.9％となっています。 

父親では不明・無回答を除くと、[実際]で「６カ月未満」が 27.6％、[希望]で「６ヶ月～１歳未満」

が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7 

31.0 

40.1 

8.0 

2.1 

2.4 

0.7 

13.9 

1.0 

6.3 

39.7 

13.9 

8.7 

1.7 

10.5 

18.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

6ヶ月未満

6ヶ月～1歳未満

1歳～1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月～2歳未満

2歳～2歳6ヶ月未満

2歳6ヶ月～3歳未満

3歳以上

不明・無回答

【母 親】

実際（N=287）

希望（N=287）

（％）

27.6 

3.4 

3.4 

6.9 

0.0 

0.0 

3.4 

55.2 

10.3 

17.2 

6.9 

0.0 

3.4 

0.0 

6.9 

55.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

【父 親】

実際（N=29）

希望（N=29）

（％）
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（１）－３で実際の復帰と希望が異なる方 

（１）－４ 希望の時期に職場復帰しなかった理由〈複数回答〉〔就学前児童調査…問 27-４〕 

希望の時期に職場復帰しなかった理由についてみると、「希望」より早く復帰した方では、母親で

「希望する保育所に入るため」が 52.5％と最も高く、次いで「経済的な理由で早く復帰する必要があ

った」が 23.4％となっています。 

「希望」より遅く復帰した方では、母親で「希望する保育所に入れなかったため」が 87.9％と大部

分を占めています。 

①「希望」より早く復帰した方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「希望」より遅く復帰した方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【父親】「希望する保育所に入れなかったため」が１件でした。 

  

52.5 

0.7 

23.4 

19.1 

15.6 

9.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く復帰

する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

不明・無回答

母親（N=141） （％）

件数 ％

希望する保育所に入るため 1        16.7

配偶者や家族の希望があったため 0        0.0

経済的な理由で早く復帰する必要があった 3        50.0

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 1        16.7

その他 1        16.7

不明・無回答 0        0.0

父親（N=6）

87.9 

0.0 

0.0 

0.0 

6.1 

6.1 

6.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

希望する保育所に入れ

なかったため

自分や子ども等の体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望が

あったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

不明・無回答

母親（N=33） （％）
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（１）－１で「現在も育児休業中である」を選んだ方 

（１）－５ 子どもが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるま

で育児休業を取得するか〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 27-５〕 

子どもが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得するか

についてみると、母親では「1歳になるまで育児休業を取得したい」が 94.8％と大部分を占めていま

す。 

 

 

 

 

 

 

※【父親】現在も育児休業中である方はいませんでした。 

（２）「仕事時間」と「家事・育児時間」、「プライベートの生活時間」の優先度 

〈単数回答〉〔就学前児童調査…問 28・小学生児童調査…問 11〕 

「仕事時間」と「家事・育児時間」、「プライベートの生活時間」の優先度についてみると、就学前

児童では『希望』『現実』ともに「家事・育児時間を優先」がそれぞれ 67.4％、59.3％と最も高くな

っています。小学生児童では『希望』『現実』ともに「家事・育児時間を優先」がそれぞれ 66.8％、

54.8％と最も高くなっています。 

就学前児童、小学生児童ともに『現実』の「仕事時間を優先」が『希望』よりも大きく上回ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.8 0.0 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

（N=77）

1歳になるまで育児休業を取得したい 1歳になる前に復帰したい

不明・無回答

6.1 

30.3 

67.4 

59.3 

13.8 

0.2 

3.7 

1.5 

9.0 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

現実

就学前児童（N=920）

仕事時間を優先 家事・育児時間を優先 プライベートを優先

その他 不明・無回答

7.9 

37.6 

66.8 

54.8 

18.1 

0.9 

3.2 

2.4 

4.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

現実

小学生児童（N=883）

仕事時間を優先 家事・育児時間を優先 プライベートを優先

その他 不明・無回答
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11 子どもの安全の確保について（小学生児童） 

（１）子どもの健全育成や非行防止のために、力をいれるべきと思うこと〈複数回答〉 

〔小学生児童調査…問 15〕 

子どもの健全育成や非行防止のために、力をいれるべきと思うことについては、「家庭でのしつけ

やこころの教育を充実する」が 78.5％と最も高く、次いで「学校や地域、行政、警察などが連携し、

指導体制を充実する」が 57.9％、「学校や地域、行政、警察などが連携し、指導体制を充実する」が

51.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.5 

51.2 

57.9 

26.6 

9.6 

4.2 

12.1 

5.5 

1.7 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家庭でのしつけや心の教育を充実する

学校での生徒指導や教育を強化する

学校や地域、行政、警察等が連携し、指導

体制を充実する

青少年が高齢者や大人等、地域の人々と

ふれあう機会を増やす

青少年に及ぼす影響の大きい雑誌やビデオ等

の販売、ちらし等を排除する

万引き等を防止するための管理体制を

強化する

青少年の非行防止・健全育成のための相談

体制を強化する

その他

今のままでよい

不明・無回答

小学生児童（N=883）
（％）
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（２）子どもの安全を守るために、特に重要と思われること〈複数回答〉 

〔小学生児童調査…問 16〕 

子どもの安全を守るために、特に重要と思われることについてみると、「歩行者や自転車のための

交通安全施設（ガードレール・歩道）の整備」が 61.7％と最も高く、次いで「通学路や子どもの遊び

場の安全対策」が 49.9％、「地域ぐるみのパトロール等、子どもを犯罪から守るための取り組み」が

47.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.6 

61.7 

47.5 

6.2 

36.5 

49.9 

30.0 

2.8 

3.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地域の交通安全活動の充実・強化

歩行者や自転車のための交通安全施設

（ガードレール・歩道）の整備

地域ぐるみのパトロール等、子どもを犯罪から

守るための取り組み

公園の遊具や安全性の確保

不審者の進入防止等、学校の安全対策

通学路や子どもの遊び場の安全対策

犯罪にあいそうになったときの対応についての

教育

その他

不明・無回答

小学生児童（N=883）
（％）
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12 大和郡山市での子育てや子育て支援サービスについて 

（１）大和郡山市に対して期待する子育て支援策〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 29・小学生児童調査…問 17〕 

大和郡山市に対して期待する子育て支援策についてみると、就学前児童では「親子が安心して集ま

れる公園等、屋外の施設を整備する」が 62.2％と最も高く、次いで「親子が安心して集まれる集いの

広場等、屋内の施設を整備する」が 49.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「親子が安心して集まれる集いの広場等、屋内の施設を整備する」が 9.4

ポイント増加している一方で、「幼稚園での預かり保育等を充実する」が 9.7 ポイント減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.2 

14.5 

49.1 

40.9 

13.9 

13.2 

11.2 

3.8 

47.2 

26.3 

14.5 

44.0 

1.7 

29.5 

6.8 

10.1 

2.1 

1.6 

63.0 

13.0 

39.7 

38.7 

12.8 

14.1 

12.4 

3.1 

40.0 

36.0 

18.2 

39.6 

2.3 

22.2 

6.8 

8.1 

2.4 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

親子が安心して集まれる公園等、屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所・幼稚園等の園庭開放を充実する

親子が安心して集まれる集いの広場等、屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識・技能の取得に役立つ

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所、学童保育所等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

幼稚園での預かり保育等を充実する

専業主婦等、誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービスを行う

安心して子どもが医療機関を利用できる医療体制を整備する

PTA活動等の強化により、学校との連携を積極的に推進する

労働時間短縮、休暇の取得推進、育児休業取得推進等、企業等に対して

職業環境の改善を働きかける

子育ての講座等、子育てについて学べる機会をつくる

その他

特になし

不明・無回答

【就学前児童】

今回調査（N=920） 前回調査（N=702）

（％）
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大和郡山市に対して期待する子育て支援策についてみると、小学生児童では「親子が安心して集ま

れる公園等、屋外の施設を整備する」が 51.9％と最も高く、次いで「安心して子どもが医療機関を利

用できる医療体制を整備する」が 50.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「保育所、学童保育所等の働きながら子どもを預ける施設を増やす」が 7.9

ポイント、「親子が安心して集まれる集いの広場等、屋内の施設を整備する」が 7.6 ポイント増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.9 

7.6 

39.1 

16.3 

18.6 

18.8 

7.9 

1.5 

34.1 

16.2 

13.3 

50.7 

2.7 

29.0 

4.3 

10.6 

3.1 

4.3 

47.2 

7.2 

31.5 

18.2 

20.0 

20.9 

9.7 

2.4 

26.2 

11.8 

13.8 

47.4 

5.1 

23.4 

6.1 

9.3 

3.9 

3.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

親子が安心して集まれる公園等、屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所・幼稚園等の園庭開放を充実する

親子が安心して集まれる集いの広場等、屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識・技能の取得に役立つ

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所、学童保育所等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

幼稚園での預かり保育等を充実する

専業主婦等、誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービスを行う

安心して子どもが医療機関を利用できる医療体制を整備する

PTA活動等の強化により、学校との連携を積極的に推進する

労働時間短縮、休暇の取得推進、育児休業取得推進等、企業等に対して

職業環境の改善を働きかける

子育ての講座等、子育てについて学べる機会をつくる

その他

特になし

不明・無回答

【小学生児童】

今回調査（N=883） 前回調査（N=740）

（％）
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（２）行政の取り組みに対して感じること〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 30・小学生児童調査…問 18〕 

行政の取り組みに対して感じることについてみると、就学前児童では『満足』（「大変満足」と「満

足」の合計）は「子育て家庭への支援の取り組み」で 9.4％と最も高くなっています。また、『不満』

（「やや不満」と「不満」の合計）は「子どもや子育てにやさしい地域環境の整備の取り組み」で 38.1％

と最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、『不満』の「子どもの居場所づくりへの取り組み」が 5.1 ポイント減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.5 

0.4 

0.5 

1.1 

1.0 

0.3 

0.4 

0.2 

0.4 

0.4 

0.4 

0.3 

0.3 

6.8 

5.7 

8.2 

8.3 

6.3 

2.4 

4.7 

2.9 

6.5 

3.8 

2.6 

2.2 

3.0 

52.1 

47.0 

40.2 

38.2 

41.3 

37.7 

39.9 

31.0 

41.0 

35.1 

36.8 

31.4 

33.4 

2.6 

6.6 

16.8 

19.8 

7.7 

8.4 

16.4 

17.6 

14.2 

18.8 

9.6 

9.9 

14.7 

3.6 

6.2 

12.9 

16.7 

5.4 

7.5 

14.8 

20.0 

11.4 

19.3 

8.9 

16.1 

15.1 

32.4 

32.1 

19.3 

13.7 

35.8 

41.4 

21.6 

26.0 

24.0 

20.1 

39.0 

37.9 

30.9 

2.0 

2.1 

2.0 

2.3 

2.5 

2.3 

2.2 

2.3 

2.4 

2.4 

2.6 

2.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの人権の尊重への

取り組み

児童虐待等防止の取り組み

子どもの安全の確保への

取り組み

子育て家庭への支援の取り組み

母子保健の充実への取り組み

男女共同参画の取り組み

多様な保育サービスの充実への

取り組み

子育てにやさしい就労環境づくり

の推進への取り組み

地域での子育て支援推進への

取り組み

子どもや子育てにやさしい地域

環境の整備の取り組み

特色ある教育の創造への

取り組み

放課後児童健全育成事業の

充実への取り組み

子どもの居場所づくりへの

取り組み

今回調査（N=920） 【就学前児童】

大変満足 満足 普通 やや不満

不満 わからない 不明・無回答
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1.1 

1.3 

0.6 

0.6 

0.6 

0.3 

0.4 

0.3 

0.6 

0.4 

0.6 

0.7 

0.4 

6.4 

6.7 

6.6 

7.0 

5.7 

1.4 

3.8 

2.0 

5.8 

3.6 

3.0 

3.3 

1.6 

55.1 

47.3 

40.3 

43.3 

41.2 

35.9 

36.9 

29.6 

42.0 

31.9 

35.8 

34.2 

32.9 

3.6 

8.8 

19.4 

18.1 

7.5 

8.5 

18.9 

17.9 

14.1 

22.2 

13.5 

12.3 

18.2 

2.8 

6.3 

13.7 

14.8 

6.6 

5.8 

13.7 

18.8 

9.5 

18.9 

8.7 

13.2 

16.7 

29.1 

27.9 

17.5 

14.2 

36.8 

45.9 

23.9 

29.6 

26.1 

21.2 

36.8 

34.5 

28.3 

1.9 

1.7 

2.0 

2.0 

1.7 

2.1 

2.3 

1.7 

1.9 

1.7 

1.7 

1.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの人権の尊重への

取り組み

児童虐待等防止の取り組み

子どもの安全の確保への

取り組み

子育て家庭への支援の取り組み

母子保健の充実への取り組み

男女共同参画の取り組み

多様な保育サービスの充実への

取り組み

子育てにやさしい就労環境づくり

の推進への取り組み

地域での子育て支援推進への

取り組み

子どもや子育てにやさしい地域

環境の整備の取り組み

特色ある教育の創造への

取り組み

放課後児童健全育成事業の

充実への取り組み

子どもの居場所づくりへの

取り組み

前回調査（N=702） 【就学前児童】

大変満足 満足 普通 やや不満

不満 わからない 不明・無回答
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行政の取り組みに対して感じることについてみると、小学生児童では『満足』（「大変満足」と「満

足」の合計）は「子どもの人権の尊重への取り組み」「子どもの安全の確保への取り組み」ともに 8.1％

と最も高くなっています。また、『不満』（「やや不満」と「不満」の合計）は「子どもの居場所づく

りへの取り組み」で 42.2％と最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、『不満』の「特色ある教育の創造への取り組み」が 7.8 ポイント増加して

いる一方で、「放課後児童健全育成事業の充実への取り組み」が 8.4ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0 

0.7 

0.2 

0.2 

1.0 

0.2 

0.3 

0.2 

0.3 

0.5 

0.3 

0.7 

0.1 

7.1 

5.1 

7.9 

7.0 

6.8 

1.9 

4.2 

2.0 

5.7 

4.8 

4.9 

4.5 

3.2 

59.1 

54.6 

47.1 

42.4 

45.5 

42.1 

40.7 

33.7 

46.4 

38.2 

44.4 

37.5 

33.4 

4.6 

7.6 

21.1 

23.9 

8.6 

8.8 

20.0 

20.8 

16.0 

20.5 

13.6 

16.8 

22.2 

3.2 

6.1 

12.5 

16.1 

6.5 

5.3 

13.0 

18.9 

12.1 

18.5 

10.6 

18.2 

20.0 

22.9 

24.2 

9.6 

9.2 

30.2 

39.8 

19.7 

23.0 

18.0 

16.0 

24.5 

21.2 

19.8 

2.0 

1.7 

1.6 

1.2 

1.4 

1.8 

2.0 

1.2 

1.5 

1.7 

1.7 

1.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの人権の尊重への

取り組み

児童虐待等防止の取り組み

子どもの安全の確保への

取り組み

子育て家庭への支援の取り組み

母子保健の充実への取り組み

男女共同参画の取り組み

多様な保育サービスの充実への

取り組み

子育てにやさしい就労環境づくり

の推進への取り組み

地域での子育て支援推進への

取り組み

子どもや子育てにやさしい地域

環境の整備の取り組み

特色ある教育の創造への

取り組み

放課後児童健全育成事業の

充実への取り組み

子どもの居場所づくりへの

取り組み

今回調査（N=883） 【小学生児童】

大変満足 満足 普通 やや不満

不満 わからない 不明・無回答
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0.3 

0.1 

0.4 

0.3 

0.7 

0.1 

0.3 

0.0 

0.3 

0.4 

0.4 

0.7 

0.1 

6.9 

5.9 

7.3 

5.3 

6.2 

2.0 

4.3 

1.4 

4.9 

3.5 

4.2 

7.4 

2.4 

59.9 

52.6 

44.9 

46.4 

43.9 

44.7 

44.1 

36.6 

50.0 

38.8 

39.2 

44.5 

34.5 

4.9 

10.1 

20.8 

21.4 

11.4 

8.6 

17.6 

19.1 

13.8 

25.1 

18.4 

13.4 

23.6 

4.1 

5.5 

14.7 

14.7 

5.9 

5.5 

9.7 

16.1 

9.1 

14.9 

13.6 

13.2 

20.4 

21.4 

23.4 

9.6 

10.1 

29.9 

36.2 

21.4 

24.9 

19.5 

14.9 

22.0 

18.4 

16.4 

2.7 

2.3 

2.3 

1.9 

2.0 

2.7 

2.7 

2.0 

2.6 

2.4 

2.2 

2.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの人権の尊重への

取り組み

児童虐待等防止の取り組み

子どもの安全の確保への

取り組み

子育て家庭への支援の取り組み

母子保健の充実への取り組み

男女共同参画の取り組み

多様な保育サービスの充実への

取り組み

子育てにやさしい就労環境づくり

の推進への取り組み

地域での子育て支援推進への

取り組み

子どもや子育てにやさしい地域

環境の整備の取り組み

特色ある教育の創造への

取り組み

放課後児童健全育成事業の

充実への取り組み

子どもの居場所づくりへの

取り組み

前回調査（N=740） 【小学生児童】

大変満足 満足 普通 やや不満

不満 わからない 不明・無回答
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（３）お子さんをどのような人に育てたいと思うか〈複数回答〉 

〔就学前児童調査…問 31・小学生児童調査…問 19〕 

お子さんをどのような人に育てたいと思うかについては、就学前児童では「人の意見に耳を傾け、

柔軟に受け入れられる人」が 76.2％と最も高く、次いで「公共心や社会常識、マナーを身につけた人」

が 75.3％となっています。小学生児童では「公共心や社会常識、マナーを身につけた人」が 74.3％

と最も高く、次いで「人の意見に耳を傾け、柔軟に受け入れられる人」が 72.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）これからもお子さんを大和郡山市で育てたいと思うか。〈単数回答〉 

〔就学前児童調査…問 32・小学生児童調査…問 20〕 

これからもお子さんを大和郡山市で育てたいと思うかについてみると、就学前児童、小学生児童と

もに、『思う』（「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の合計）がそれぞれ 71.0％、68.6％と

なっています。 
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ふるさとや日本の自然や文化、伝統を愛し、

大切にする人

逆境に負けない忍耐力と自立心を身につけた人

公共心や社会常識、マナーを身につけた人

専門的な知識や技能を身につけた人

人の意見に耳を傾け、柔軟に受け入れられる人

自分の意見を持ち、リーダーシップや行動力が

ある人

その他

不明・無回答

就学前児童（N=920） 小学生児童（N=883）
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就学前児童

（N=920）

小学生児童

（N=883）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答


